
商工会しょうわ （第５２号）平成２９年３月３１日（1）

満開の八重桜越しに早春の富士を望む　 （撮影・河西秀吏監事）

P1 ・商工業振興協議会開く

 ・ほたる（河西忠則会長）

P2 ・新春経済講演会開く

 ・優良従業員表彰式開く

 ・よろず相談室ご案内

 ・商工会職員人事

P3 ・経営力強化法の減税拡充

 ・危機管理マニュアル制定

 ・一日公庫ご案内　

P4 ・新規加入会員紹介

 ・記帳代行制度のご案内

 ・エコしょうわご案内

 ・ 商工会の共済制度ご案内

会員から 地域から
求 め ら れ る 商 工 会

—
 

千
会
員
を
め
ざ
し
て —

　
平
成
二
十
一
年
に
会
長
に
選
任
さ

れ
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
八
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
就
任
当
時

約
六
百
名
だ
っ
た
会
員
数
も
、
こ
の

年
度
末
で
九
百
五
十
名
に
近
づ
い
て

参
り
ま
し
た
。
役
員
や
支
部
を
は
じ

め
、
会
員
や
関
係
機
関
の
皆
様
の
新

規
会
員
の
加
入
推
進
に
対
す
る
ご
協

力
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
五
年
間
の
中
長
期
目
標
も
第
二

次
の
二
年
目
を
終
え
よ
う
と
し
て
お

り
、
い
よ
い
よ
「
千
会
員
」
に
手
が

届
く
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
県
は
も
と
よ
り
町
か
ら

も
毎
年
の
よ
う
に
補
助
金
の
増
額
を

い
た
だ
き
、
一
店
逸
品
を
は
じ
め
と

す
る
事
業
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
「
会

員
か
ら
　
地
域
か
ら
　
求
め
ら
れ
る

商
工
会
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
に
向
け

て
、
役
員
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
、
国
は
商
工
会
に
、
小
規
模
事

業
者
に
寄
り
添
っ
た
「
伴
走
型
」
の

支
援
を
求
め
て
お
り
、
職
員
も
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
新
た
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
道

な
支
援
を
通
じ
て
、
商
工
会
の
旗
の

元
に
集
う
会
員
を
一
人
で
も
多
く
増

や
し
、
「
千
会
員
」
を
達
成
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

(

河
西
忠
則
会
長)

の
町
補
助
金
の
確
保
な
ど
の
要
望
書

が
手
渡
さ
れ
た
。

　
同
条
例
は
、
国
の
小
規
模
基
本

法
、
県
の
振
興
条
例
の
制
定
を
受

け
、
三
月
末
ま
で
に
既
に
県
下
七
市

町
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。
本
町
で
も

三
月
議
会
で
一
般
質
問
が
あ
る
な

ど
、
関
心
と
制
定
の
機
運
は
高
ま
っ

て
い
る
。

　
こ
の
あ
と
、
⻆
野
町
長
が
「
と
も

に
創
る
こ
れ
か
ら
の
昭
和
町
～
新
た

な
成
長
に
向
け
て
～
」
と
題
し
て
約

一
時
間
講
演
し
た
。

　
講
演
の
中
で
⻆
野
町
長
は
、
こ
れ

ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を
踏
ま

え
て
、
新
た
な
施
策
へ
の
取
り
組
み

な
ど
を
意
欲
的
に
語
り
、
商
工
業
振

興
を
担
う
商
工
会
の
活
動
に
今
後
も

期
待
す
る
と
結
ん
だ
。

　
商
工
業
振
興
協
議
会
は
、
一
月
二

十
五
日
に
ア
ピ
オ
本
館
で
開
催
。
⻆

野
町
長
、
三
井
町
議
会
議
長
、
中
澤

町
議
会
産
業
土
木
委
員
長
、
志
村
副

町
長
ら
を
来
賓
に
迎
え
、
役
員
、
商

工
振
興
委
員
な
ど
約
五
十
人
が
出
席

し
た
。

　
席
上
、
畑
野
副
会
長
か
ら
⻆
野
町

長
に
、
中
小
・
小
規
模
企
業
振
興
基

本
条
例
の
制
定
や
平
成
二
十
九
年
度

商工業振興
協 議 会

　
　
条
例
制
定
を
要
望 

⻆
野
町
長
が
講
演

野町長に要望書をわたす畑野副会長

中
　
小

小
規
模
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新
春
経
済
講
演
会
は
、
一
月
二
十

五
日
に
第
五
回
理
事
会
の
あ
と
、
イ

ー
ン
ス
パ
イ
ア
㈱
の
代
表
取
締
役
横

　
優
良
従
業
員
表
彰
式
は
、
一
月
二

十
五
日
に
ア
ピ
オ
本
館
で
開
催
。
永

年
同
一
事
業
所
に
勤
務
し
て
会
社
と

地
域
に
貢
献
し
た
優
良
従
業
員
十
三

名
と
、
商
工
会
の
発
展
に
功
績
の
あ

っ
た
役
員
が
全
国
連
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
た
。

　
式
は
、
⻆
野
町
長
、
塩
澤
県
議
、

三
井
議
長
、
深
尾
県
連
専
務
理
事
ら

田
秀
珠
氏
を
講
師
に
招
い
て
開
催
。

四
十
名
を
超
え
る
参
加
者
が
約
九
十

分
の
講
演
に
聴
き
入
っ
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
Ⅰ
Ｏ
Ｔ
が
経
済
・
社

会
を
変
え
る
、
世
界
を
変
え
る
」
。

今
、
「
モ
ノ
の
Ｉ
Ｔ
」
と
言
わ
れ
る

Ⅰ
Ｏ
Ｔ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
モ

ノ
が
相
互
に
通
信
し
合
い
、
認
識
や

計
測
、
制
御
な
ど
が
遠
隔
か
ら
も
可

能
と
な
る
。
モ
ノ
が
自
ら
イ
ン
タ
ー

を
来
賓
に
招
き
、
関
係
者
な
ど
約
五

十
名
が
出
席
し
て
開
催
し
た
。

　
表
彰
に
続
き
、
被
表
彰
者
を
代
表

し
て
、
天
野
正
仁
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
武
田
消

毒
㈱
）
が
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
栄
え
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
Ｉ

Ｏ
Ｔ
の
特
徴
。
そ
の
普
及
は
、
今
後

の
経
済
、
社
会
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
す
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
横
田
講
師
は
、
模
型
の
電
車
を
使

っ
て
参
加
者
に
も
実
際
に
体
験
さ
せ

る
な
ど
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
た
。

　
今
後
の
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
普
及
範
囲
は
、

▼
全
国
連
会
長
表
彰
　
天
野
正
仁

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
武
田
消
毒
㈱
）
、
渡
辺
喜

久
子
（
東
住
機
器
販
売
㈲
）

▼
県
知
事
表
彰
　
小
山
田
剛
（
㈱

ア
ダ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
）
、
山
川
真
澄

（
同
）
、
渡
邉
つ
や
子
（
同
）
、
大

生
活
、
教
育
、
福
祉
、
商
工
業
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
び
、
経
済
や
社

会
だ
け
で
な
く
、
世
界
全
体
を
変
え

て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
中
小
・
零
細
企
業
も
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の

活
用
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
が
生
ま
れ
る
」
と
説
明
し
た
講

演
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ

た
。

澤
良
次
（
同
）
、
伊
藤
里
美
（
㈱
石

原
グ
リ
ー
ン
建
設
）
、
和
田
佳
子

（
㈱
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
）

▼
県
連
合
会
長
表
彰
　
桑
原
文
子

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
武
田
消
毒
㈱
）

▼
町
長
表
彰
　
小
澤
裕
子
（
Ｔ
Ａ
Ｃ

武
田
消
毒
㈱
）

▼
商
工
会
長
表
彰
　
横
瀬
裕
一
（
Ｔ

Ａ
Ｃ
武
田
消
毒
㈱
）
、
齊
藤
丈
仁

（
同
）
、
山
本
一
（
同
）

▼
全
国
連
会
長
表
彰
　
中
澤
正
志

（
理
事
）

▼
転
出
（
三
月
三
十
一
日
）

　
　
清
水
一
秀
（
経
営
指
導
員
）

　
　
西
村
美
奈
子（
記
帳
専
任
職
員
）

▼
転
入
（
四
月
一
日
）

　
　
依
田
弘
治
（
経
営
指
導
員
・
山
梨
市
よ
り
）

　
　
小
林
美
加
子
（
補
助
員
・
県
連
よ
り
）

▼
職
名
変
更
（
四
月
一
日
）

　
　
箭
本
友
紀
（
記
帳
専
任
職
員
へ
）

▼
実
地
研
修
（
四
月
一
日
）

　
　
大
村
遥
（
経
営
指
導
員
研
修
生
）

参加者は真剣に聴き入った

謝辞を述べる天野正仁氏

I
O
T
が
世
界
を
変
え
る！

新
春
経
済
講
演
会
開
く

優良従業員等表彰式開く

１４人が栄誉受ける

永年の功績たたえる

商
工
会
職
員
人
事

役
員
功
労
者
表
彰

優
良
従
業
員
表
彰

　事業経営には解決が難しい様々な課題や問題があります。そん
な困難な問題を専門家が親身になって相談に乗り、解決策を見出
してくれる「経営よろず相談室」を毎月定例で開催しています。

　昭和町商工会と中央市商工会が共催し、偶数月は昭和町商工会
で、奇数月は中央市商工会を会場に開催します。相談には経験豊
富な「よろず支援拠点」の 中小企業診断士：西島茂徳氏 があたり、
金融、税務、経営、創業など様々な相談をお受けします。

相談無料・秘密厳守ですので、お気軽にご相談下さい。

経営よろず相談室 開催のご案内

●相談には予約が必要です。（☎でＯＫ）
●開催時間は、午後 1 時〜午後５時 （一人１時間程度）
●相談に際して必要な資料がございましたら、当日ご持参下さい。

※ 中央市商工会で開催する相談会にも申し込みができます。

昭和町商工会 ☎ 055-275-3344  [ 協力 (公財) やまなし産業支援機構 ]

昭和町商工会 会場 中央市商工会 会場

①  4月12日(水) ②  5月10日(水)

③  6月14日(水) ④  7月12日(水)

⑤  8月９日(水) ⑥  9月13日(水)

⑦ 10月11日(水) ⑧ 11月８日(水)

⑨ 12月13日(水) ⑩  1月10日(水)

⑪  2月14日(水) ⑫  3月14日(水)

 依田弘治
（右上）、    
 小林美加子
（右下）、 
 大村遥
（上）
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財
務
管
理
、
設
備
投
資
な
ど
の
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る
計
画
を
Ａ
４
用
紙

二
枚
に
ま
と
め
て
申
請
し
、
認
定
さ

れ
た
計
画
に
基
づ
い
た
設
備
投
資
に

対
し
、
三
年
間
に
わ
た
っ
て
固
定
資

産
税
が
二
分
の
一
に
軽
減
さ
れ
る
。

　
四
月
か
ら
は
こ
の
対
象
設
備
に
一

定
の
器
具
備
品
や
建
物
付
属
設
備

等
が
追
加
さ
れ
る
。
具
体
的
に
国
が

示
し
た
例
は
、
セ
ル
フ
レ
ジ
や
空
調

　
四
月
か
ら
経
営
力
強
化
法
に
基
づ

く
減
税
措
置
が
拡
充
さ
れ
る
。

　
国
は
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
生

産
性
向
上
を
支
援
し
、
将
来
の
成

長
・
発
展
の
た
め
の
経
営
力
（
「
稼

ぐ
力
」
）
を
強
化
す
る
た
め
、
昨
年

七
月
に
「
中
小
企
業
等
経
営
力
強
化

法
」
を
施
行
し
た
（
詳
細
は
前
号
に

掲
載
）
。

　
こ
の
法
律
に
基
づ
く
人
材
育
成
、

設
備
、
冷
蔵
陳
列
棚
な
ど
で
、
業
種

に
よ
っ
て
は
多
様
な
設
備
投
資
が
対

象
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
既
に
昨
年
十
月
に
は
、
認
定
さ
れ

た
計
画
に
基
づ
く
設
備
投
資
に
対
す

る
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
低
利
融
資

も
加
わ
っ
て
お
り
、
今
後
、
計
画
の

申
請
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
の
設
備
投
資
の
期
間

は
平
成
二
十
九
、
三
十
年
の
二
年
間

に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
詳
細
の
お
問
い
合
わ
せ
は
商
工
会

ま
で
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
作
っ
て
お
く
よ

う
そ
の
見
本
原
案
を
作
成
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
当
商
工
会
で
も

去
る
三
月
の
理
事
会
で
「
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
た
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
Ａ
４
判
三
十
三

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
が
経
っ

た
。
大
き
な
被
害
を
受
け
た
惨
状
は

報
道
な
ど
で
恐
ろ
し
い
記
憶
を
呼
び

起
こ
す
が
、
こ
の
六
年
間
に
も
、
伊

豆
大
島
の
台
風
被
害
、
熊
本
地
震
、

糸
魚
川
の
大
規
模
火
災
な
ど
災
害
が

起
き
な
い
年
は
な
い
。
そ
の
た
び
に

貴
い
生
命
や
財
産
が
失
わ
れ
、
会
員

な
ど
の
事
業
者
に
は
災
害
の
後
も
復

興
に
向
け
て
再
建
の
苦
労
が
つ
き
ま

と
う
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
ほ
ど
全
国
商
工
会

連
合
会
で
は
、
こ
う
い
っ
た
予
想
困

難
な
災
害
に
備
え
、
全
国
の
商
工
会

が
、
万
が
一
の
と
き
の
対
策
を
予
め

経
営
力
強
化
法
で
四
月
か
ら

固
定
資
産
税
を
軽
減

平成２９年度  日本政策金融公庫
「一日公庫」開催のご案内

○ 同公庫の担当者が商工会に出向いてきますので、そ

の場で直接融資の申し込みや相談ができます。

○ 会場が中央市商工会のときでも申込、相談ができま

すが、融資申込の場合は事前に関係書類を商工会経

由で同公庫に提出する必要があります。

○ 相談のみの場合でも、必ず開催日の１週間位前まで

に昭和町商工会までご連絡下さい。

会場：中央市商工会 会場：昭和町商工会

①  4月18日(火) ②  5月16日(火)

③  6月20日(火) ④  7月18日(火)

⑤  8月15日(火) ⑥  9月19日(火)

⑦ 10月17日(火) ⑧ 11月21日(火)

⑨ 12月12日(火) ⑩  1月16日(火)

⑪  2月13日(火) ⑫  3月13日(火)

万が一の災害に備えて

対策本部など予め策定

商工会危機管理マニュアルを制定

ペ
ー
ジ
か
ら
な
り
、
「
危
機
発
生
に

備
え
た
対
策
」
、
「
危
機
発
生
時
の

対
応
」
な
ど
五
章
か
ら
の
構
成
。

　
日
頃
の
備
え
を
「
す
ぐ
に
取
り
組

む
べ
き
対
策
」
、
「
調
整
が
必
要
な

対
策
」
、
「
費
用
を
か
け
て
取
り
組

む
対
策
」
の
三
つ
に
分
け
、
緊
急
連

絡
先
や
連
絡
網
、
町
内
の
災
害
避

難
マ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
対
策
本
部
の

機
構
図
（
上
表
参
照
）
、
町
と
の
協

定
書
（
案
）
、
職
員
の
対
応
な
ど
を

災
害
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
明
確
に
し

た
。

　
特
に
、
商
工
会
は
地
域
の
被
災
状

況
の
把
握
や
復
旧
活
動
へ
の
支
援
な

ど
を
町
と
連
携
し
て
行
う
こ
と
が
明

記
さ
れ
、
災
害
発
生
時
と
そ
の
後
の

職
員
の
行
動
や
責
務
な
ど
を
細
か
く

定
め
た
。

　
今
後
は
、
町
と
の
災
害
時
の
協
定

書
の
締
結
を
は
じ
め
、
職
員
の
業
務

に
必
要
と
な
る
燃
料
の
確
保
に
向
け

た
協
定
書
の
詰
め
な
ど
を
行
う
予

定
。

非常時対策本部機構図

正副会長を除く理
事・監事及び支部長

事務局長

課長（課長補佐）

経営指導員

代行①（経営指導員）

代行②（経営指導員）

即座に会長、副会長等と連絡を
取って対策を協議し、対策本部
を設置。町、県連等関係機関と
の連絡を担う。

事務局長からの指示を職
員に伝達。町、近隣商工
会、県連等との連絡窓口。
会員等の要望の取りまとめ
等を担う。

会館（事務所）、会員、
役員、職員及び地域内
の被害状況を取りまと
める。これらに対する
情報提供も担う。

ライフラインの復旧に
係る相談窓口。会員か
らの問い合せにも対応
する。その他復旧支援
全般を担う。

本部長　会長

代行①　副会長

代行②　副会長

担当者（経営指導員）

副担当者（補助員）

副担当者（記帳専任職員）

担当者（経営指導員）

副担当者（記帳専任職員）

副担当者（記帳専任職員）

対策本部

現場責任者

指導員責任者

役員・支部長

稼
ぐ
力
の
支
援
拡
充



商工会しょうわ平成２９年３月３１日（第５２号） （4）

　
商
工
会
の
記
帳
代
行
制
度
の
利
用

者
が
急
増
し
て
い
る
。
こ
こ
三
年
間

で
二
十
社
以
上
が
申
込
み
、
当
商
工

会
で
記
帳
代
行
を
行
っ
て
い
る
個
人

事
業
所
は
六
十
件
に
近
づ
い
た
。

五
十
年
超
え
る
歴
史

　
こ
の
制
度
は
、
人
的
、
時
間
的
理

由
な
ど
で
、
日
々
の
記
帳
や
決
算
、

申
告
な
ど
が
困
難
な
小
規
模
な
事
業

所
を
支
援
す
る
た
め
、
国
な
ど
が
商

工
会
、
商
工
会
議
所
に
専
門
職
員
を

置
い
て
ス
タ
ー
ト
し
、
既
に
半
世
紀

の
歴
史
が
あ
る
。

　
当
商
工
会
で
も
三
名
の
記
帳
専
任

職
員
が
担
当
事
業
所
の
帳
簿
付
け
を

行
っ
て
お
り
、
二
月
、
三
月
の
決
算
・

申
告
期
に
は
所
得
税
、
消
費
税
と
も

に
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
書
が
提
出
で
き

る
と
好
評
。

簡
単
な
作
業
だ
け
で
Ｏ
Ｋ

　
事
業
所
が
作
る
の
は
、
現
金
、
預

金
の
出
し
入
れ
を
記
録
し
た
出
納
帳

だ
け
。
面
倒
な
経
費
な
ど
の
仕
分
や

経
費
帳
な
ど
の
帳
簿
は
全
て
担
当
の

記
帳
専
任
職
員
が
作
成
す
る
。
最
近

は
パ
ソ
コ
ン
で
出
納
を
記
録
す
る
事

業
所
も
多
く
、
準
備
作
業
も
簡
単
で

処
理
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
。

メ
リ
ッ
ト
た
く
さ
ん

　
商
工
会
の
記
帳
代
行
を
利
用
す
る

　
環
境
の
保
全
、
緑
化
の
推
進
や
地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
を
テ
ー
マ
に
町

が
昭
和
の
日
に
開
催
し
て
い
る
の
が

「
エ
コ
し
ょ
う
わ
」
。
七
回
目
と
な

る
今
年
も
四
月
二
十
九
日
に
ゆ
め
パ

ー
ク
昭
和
（
押
原
公
園
）
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
。

　
こ
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
幼
児

や
児
童
、
そ
の

保
護
者
を
中

心
に
町
民
に

環
境
へ
の
配
慮
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の

が
狙
い
。
町
は
「
環
境
美
化
宣
言
都

市
」
を
最
終
目
標
と
し
て
い
る
。

　
商
工
会
で
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
協

力
し
、
会
員
企
業
が
エ
コ
設
備
や
施

設
な
ど
の
展
示
、
飲
食
屋
台
な
ど
を

出
展
し
て
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
青
年
部
で
は
、
新
た
に
畳

表
の
端
材
を
使
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
作

り
と
お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
の
ト
ッ
ピ
ン

グ
体
験
を
出
展
。
捨
て
な
い
で
活
用

す
る
エ
コ
と
職
業
体
験
を
同
時
に
学

べ
る
。

　
町
で
は
、

参
加
者
が
楽

し
み
な
が
ら

環
境
に
気
づ

か
う
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
毎
年
工
夫
し

て
開
催
し
て
い
る
。

　
四
月
二
十
九
日
に
は
、
お
子
さ

ん
、
お
孫
さ
ん
連
れ
で
押
原
公
園
へ

ど
う
ぞ
。

メ
リ
ッ
ト
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
ま
ず
、
貸
借
対
照
表
を
作
成
す
る

の
で
青
色
申
告
の
最
大
の
特
典
で
あ

る
六
十
五
万
円
控
除
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
金
融
機
関
の
信

用
力
も
ア
ッ
プ
す
る
。

　
ま
た
、
毎
月
の
試
算
表
や
経
営
分

析
表
も
作
成
す
る
の
で
、
経
営
の
状

況
が
数
字
で
つ
か
め
る
。

　
費
用
は
、
毎
月
四
千
円
と
三
千
七

百
八
十
円
の
シ
ス
テ
ム
利
用
料
に
、

通
常
の
決
算
手
数
料
の
み
。

　
お
申
込
み
は
商
工
会
ま
で
。

事 業 所 名 ( 商 号 ) 代 表 者 業 種 等 支部名等

infatti 佐藤健太 飲食業 清水新居

パーパス甲府サービス 佐 野　 安 電気機械器具修理 西条一区

自家製中華そば 麺の虜 大 竹　 潤 飲食業 西条二区

（合）Appreciations　
山さんラーメン

倉橋孝之助 飲食業 押 越

ファミトレ　㈲オーズ
コーポレーション

小澤浩和
トレーニング施設、

整体・ヨガ教室
飯 喰 西

フラット 渡部智隆 キッチン取付 そ の 他

フラット 長田亜紀子 キッチン取付 そ の 他

REST HAIR 雨宮祐介 理容業 押 越

ローソン昭和西条小前店 深沢浩士 コンビニ 西条一区

塩入塗装 塩入正成 塗装業 そ の 他

新 規 加 入 会 員 紹 介

平成２９年３月３１日現在会員数　９４９名

平成28年度（H28.12.23〜H29.3.29・10名） （加入順・敬称略） 決算・申告もラクラク

６５万円控除で節税も

簡単・便利な記帳代行

 

環
境
と
職
業
体
験

　
４
／２９
に
エ
コ
し
ょ
う
わ

掛金は月額４３０円のＦから４，３００円のＡまでの６タ
イプ。安い掛け金で加入できます。
死亡給付（Ｆの場合災害で１５０万円、病気で６０万円）
や障害・入院給付のほかに、災害通院や病気入院の
見舞金も支払われます。さらに、結婚や出産の祝金
制度もあり、従業員の福利厚生制度として幅広く活
用されています。

掛金

保障

詳細のお問い合わせ、ご加入は商工会へ。

安い掛け金で幅広い保障 かいじ 共 済


